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令和８年度第１回全国健康保険協会東京支部評議会 議事概要報告 

開 催 日 令和８年５月 18日 月曜日  15：00～17：00 

開 催 場 所 全国健康保険協会東京支部内 会議室 

出 席 評 議 員 
岩崎評議員、恩藏評議員、加納評議員、関口評議員、田倉評議員、 

椿評議員、藤川評議員、藤田評議員、古屋評議員（五十音順） 

議 題  

１．令和８年度都道府県単位保険料率と健康保険法改正等について 

２．令和７年度東京支部事業報告について 

３．令和８年度東京支部事業計画及び保険者機能強化予算について 

４．その他 

議 事 概 要 

（主な意見等） 

 

１．令和８年度都道府県単位保険料率と健康保険法改正等について 

 

● 被保険者代表 

都道府県単位保険料率を据え置きとする特例措置について、差額部分の調整は詳細が決ま

っていないとのことであるが、スケジュールや見通しについての情報があれば教えてほし

い。 

 

→● 事務局 

少なくとも、来年度の保険料率を議論するまでには決めていくことになると思われる。 

 

● 事業主代表 

高額療養費制度の改正は、利用者の立場として影響が大きいところであり危惧している。

協会けんぽの立場から法改正に意見を申し立てることはできるのか。 

 

→● 事務局 

社会保障審議会の医療保険部会に協会けんぽから委員が参画しており、制度改正等に関す

る意見を発信している。 

 

２．令和７年度 第４四半期事業報告について 

３．令和８年度東京支部事業計画及び保険者機能強化予算について 

 

● 事業主代表 

マイナ保険証の利用率自体は右肩上がりで上がってきているのか。 

 

→● 事務局 

上昇幅は小さいが着実に上がっている。 
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● 事業主代表 

保険料率が下がることに伴い、余剰分の加入者への還元は少しずつ減らしていくのか。 

 

→● 事務局 

例えば来年は、被扶養者の方々が、被保険者と同様の生活習慣病予防健診などが受診でき

るよう拡大していく。保健事業の充実等については今後もできる限り考えていきたい。 

 

● 事業主代表 

けんぽアプリについて、加入者の健康づくりの意識付けにつながるような利用方法は考え

ているか。 

 

→● 事務局 

現状では、情報発信と電子申請がメインではあるが、今後は健康づくりに活用していく方

針。健診結果をスマホで見えるようにするほか、健診結果に基づいて 1人 1人に必要な情

報を発信すること等を検討している。 

 

● 事業主代表 

被扶養者の特定健診実施率目標 33.6％以上とあるが、12月末時点では 19.5％。この差は

1～3月で埋まり、目標到達できたのか。 

 

→● 事務局 

  集団健診の実施時期が 12月から 3月のため集計待ちである。 

 

● 学識経験者 

今後、保険者が事業を取り組むにあたっては、個別の疾病よりも、トータルで介入してい

くべきと考えている。保健事業においてもヘルスリテラシー向上に取り組むのであれば、

10年 20年先の将来を見越してやっていくことが重要と思う。 

 

● 学識経験者 

実践企業認定制度を昨年 10月から運用を開始して、傾向や特徴はあるか。 

 

→● 事務局 

  従来から行っている金・銀の認定とあわせてのエントリーが多い。また、約６割以上は規

模が大きい事業所となっており、今後は小規模事業所へと裾野を拡大していきたい。 

 

４．その他 

（電子申請の現状について、コミュニケーションロゴの導入と各種広報・連携協定について） 
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● 学識経験者 

電子申請は夜間・休日の申請自体ができなくとも入力作業はできるのか。 

 

→● 事務局 

  現状、利用時間以外は登録することができない仕様となっている。 

 

● 学識経験者 

  社労士などのユーザーに意見を聞くことも大切。利用者の声を反映させることで利用率

も上がるのではないか。 

 

● 事業主代表 

けんぽアプリの利用者の、性別、年齢の未設定が多い。細かく分析できるよう、設定を必

須とした方が良いのではないか。 

 

→● 事務局 

  現状では任意回答という形になっている。次のバージョンをリリースする際には、資格記

録と連動させる想定であり、利用者層をおおむね把握できるようになる。 

 

● 事業主代表 

電子申請はまとめて登録する機能や CSVデータを取り込むといった機能はあるのか。 

 

→● 事務局 

  個人ごとの申請を基本としており、まとめての登録機能等はない。 

 

以上 

      

特記事項  

・傍聴者：なし 

・次回の開催予定：令和８年７月 17日 

 


